
 
第 124 回教育研究評議会議事録 

    

Ⅰ 日  時 平成 26年 11月 13日（木） 14：00～15：40 

 

Ⅱ 出席者 評議員 永田、阿江、三明、吉川（晃）、東、大田、BENTON、石隈、遅野井、西尾、木越、 

  稲垣、江面、金保、杉本、窪田、伊藤、篠塚、丸山、宮本（雅）、西川、原、真田、 

  中村、坪井、猿渡、金谷、高木、白岩、宮本（信）、中川、玉川、吉川（裕）、松本、 

  中山、辻中、德永、井上、田中、佐藤、糸井川、梅村 

 代 理 川上 副病院長（松村 副学長・附属病院長） 

  吉田 教育学類長（安藤 人間学群長） 

 

Ⅲ 議 題 

〔審 議〕 

1 平成 27年度学年暦について ------------------------------------- 〔審議 1資料〕 

2 筑波大学特別共同研究事業取扱規程の制定並びに規則等の一部改正 

 について ----------------------------------------------------- 〔審議 2資料〕 

3 寄附講座の設置について ---------------------------------------- 〔審議 3資料〕 

 

〔報 告〕 

1 第 73回経営協議会報告について --------------------------------- 〔報告 1資料〕 

2 「年次別実行計画」の確認について ------------------------------ 〔報告 2資料〕 

3 平成 25年度に係る業務の実績に関する評価結果について ----------- 〔報告 3資料〕 

4 新たな年俸制の導入について ------------------------------------ 〔報告 4資料〕 

5 筑波大学朝永振一郎記念第 9回「科学の芽」賞の審査結果について 

   ------------------------------------------------------ 〔報告 5席上配付資料〕 

6 公式ホームページにおける「TSUKUBA ALUMNI～OB・OGからのメッセ 

 ージ」の開設について ------------------------------------------ 〔報告 6資料〕 

7 第 34回つくばマラソン開催に伴う交通規制について ---------------- 〔報告 7資料〕 

8 筑波キャンパス CO2排出量・エネルギー使用量実績(9月分)について -- 〔報告 8資料〕 

9 イベント開催予定表について ----------------------------------- 〔席上配付資料〕 

10 TSUKUBA SPORTS NEWS FLASH (Vol.35)について ------------------- 〔席上配付資料〕 

11 『能力アップを実現する方眼ノート』講演会について ------------- 〔席上配付資料〕 

12 地球・人類共生科学研究機構発足記念シンポジウムについて 

13 公用車の運転業務について 

14 第 3期中期計画について 

15 本学の給与改定について 

 

 

 

Ⅳ 議 事 

〔審 議〕 

1 審議 1資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

2 審議 2資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

また、海外企業への説明のため、英語版のパンフレットも作成してほしいとの要望があ

り、了承された。 

3 審議 3資料に基づく審議の結果、原案どおり承認された。 

 

 

 



 
〔報 告〕 

1～8  報告 1資料～同 8資料及び席上配付資料に基づき、それぞれ報告があった。 

9  席上配付資料に基づき、今後開催を予定するイベントについて報告があった。 

  また、大学公式ウェブサイトへのイベント情報の掲載方法について、改めて説明

があった。 

10  席上配付資料に基づき、運動部の試合結果について報告があった。 

11  席上配付資料に基づき、『能力アップを実現する方眼ノート』講演会について報告

があり、教職員への周知依頼があった。 

12   地球・人類共生科学研究機構発足記念シンポジウムの開催について報告があった。 

13  公用車に係る運転業務体制の変更及び車両の一部売却等について報告があり、今

後バス及びトラックを利用する場合には、各組織においてスポット契約等で対応願

いたい旨の説明があった。 

14  第 3 期中期目標・計画の骨子案の作成に係る今後のスケジュール等について説明

があった。 

15  国家公務員の給与改定を踏まえた本学の対応について説明があり、併せて予算の

留保について協力要請があった。 

 

以 上 


